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上記，バイオリソースの利活⽤の促進及び研究成果の普及を⽬的として，実験研究者からデータサイエン
ティストに向けた理研BRCのホームページのリニューアルを実施（2020年6⽉）

理研BRCのミッション
科学・技術・イノベーションの発展のための国際的な研究基盤として、戦略的・体系的にバイオリソー
スの寄託・譲渡を受け⼊れ、整備し、情報を付加して提供する．

バイオリソースと関連情報の整備
• 実験動物開発室：マウス系統
• 実験植物開発室：シロイヌナズナ等
• 細胞材料開発室：培養細胞株
• 遺伝⼦材料開発室：遺伝⼦クローン
• 微⽣物材料開発室：細菌、酵⺟等
• 統合情報開発室：バイオリソース関連情報

基盤技術開発
• 遺伝⼯学基盤技術室：保存、利活⽤技術

バイオリソース関連研究開発
• 疾患ゲノム動態解析技術開発
• マウス表現型解析開発
• iPS創薬基盤開発
• iPS細胞⾼次特性解析開発
• 次世代ヒト疾患モデル研究開発
• 植物ー微⽣物共⽣研究開発

理研BRCの取り組み
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理研BRCトップページ（https://brc.riken.jp/）

バイオリソースの
最新情報の配信

ホームページ整備のポイント

バイオリソース検索
システムの拡張

バイオリソース
情報へのアクセ
スの改善

セマンティッ
ク技術の活⽤

ü バイオリソース横断
検索（詳細はポス
ター番号34参照）

ü バイオリソース個別
検索

ü サイト内検索

次ページで紹介
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バイオリソース検索システム，メールニュース
ü バイオリソース横断検索（詳細
はポスター番号34参照）

ü バイオリソース個別検索
ü サイト内検索

各検索使い⽅

https://web.brc.riken.jp/ja/bioresource/search

バイオリソースの利⽤⽅法 > 情報サービス
（ https://web.brc.riken.jp/ja/method/info_service ）

BioResource
Metadatabase

ü SPARQL Endpoint
ü データダウンロード

https://knowledge.brc.riken.jp/

実験研究者向け

データサイエンティスト向け

バイオリソースデータをRDFで
記述．スキーマはBRSOを利⽤
（詳細はポスター番号36参照）

実験研究者向け

メールニュースの配信
実験研究者向け

https://web.brc.riken.jp/ja/bioresource/search
https://web.brc.riken.jp/ja/method/info_service
https://knowledge.brc.riken.jp/
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MOG+, IMPC, Pheno-pub

バイオリソースの利⽤⽅法 > 情報サービス
（ https://web.brc.riken.jp/ja/method/info_service ）

マウスゲノム多型データベー
ス「MoG+」（モグプラス）
詳細はポスター番号37参照

実験研究者向け

国際マウス表現型解析コン
ソーシアム（International 
Mouse Phenotyping Consortium: 
IMPC）

実験研究者向け

マウス系統のゲノム多形（SNP, 
Indelなど）や疾患関連情報を網
羅的に提供
https://molossinus.brc.riken.jp/

国際標準化されたプロトコールで遺
伝⼦改変マウスの網羅的な表現型解
析を⾏う国際共同研究プロジェクト．
詳細な表現型データを伴った疾患モ
デルマウスを研究者に提供すること
を⽬的

https://www.mousephenotype.org/

https://ja.brc.riken.jp/lab/jmc/mouse_
clinic/impc/index.html

⽇本マウスクリニックの公開表
現型データベース「Pheno-pub」

実験研究者向け

400以上の項⽬を体系的に検査す
る表現型解析プラットフォーム
を⽤いた遺伝⼦改変マウスの網
羅的解析の結果

https://ja.brc.riken.jp/lab/jmc/mouse_clini
c/m-strain/phenopub_top.html
https://ja.brc.riken.jp/lab/jmc/mouse_clinic/

https://web.brc.riken.jp/ja/method/info_service
https://molossinus.brc.riken.jp/
https://www.mousephenotype.org/
https://ja.brc.riken.jp/lab/jmc/mouse_clinic/impc/index.html
https://ja.brc.riken.jp/lab/jmc/mouse_clinic/m-strain/phenopub_top.html
https://ja.brc.riken.jp/lab/jmc/mouse_clinic/
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バイオリソース検索システム，メールニュース
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マウス表現型間の関係性解析, ⼤規模データを⽤いたエネルギーランドスケープ解析

統合情報開発室 > > >⼤規模データ解析技術及びデータ可視化技術等の研究開発
（ https://info.brc.riken.jp/ja/about/introduction/bigdata_analysis）

マウス表現型間の関係性解析

⼤規模データを⽤いたエネ
ルギーランドスケープ解析

データサイエンティスト向け

データサイエンティスト向け

IMPCの網羅的な表現型データを再利⽤し、
表現型の関係性を統計的に算出、可視化

https://brc-
riken.shinyapps.io/phenotypic_associations_across_the_m
ouse_phenome/

https://brc-
riken.shinyapps.io/associations_
between_biological_systems/

微⽣物叢など環境や⽣物の状態を
測定した多項⽬データを⽤い、各
状態の擬似的なエネルギーを計算
し、安定性や状態操作の指標とす
る新たな数理解析⼿法「エネル
ギーランドスケープ解析」を開発．
その応⽤と⼿法の⾼度化を進める
（例，細胞分化安定状態解析）

https://doi.org
/10.1101/709
956

https://web.brc.riken.jp/ja/method/info_service
https://info.brc.riken.jp/ja/about/introduction/bigdata_analysis
https://brc-riken.shinyapps.io/phenotypic_associations_across_the_mouse_phenome/
https://brc-riken.shinyapps.io/associations_between_biological_systems/
https://doi.org/10.1101/709956
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まとめ

lバイオリソースおよびその関連情報のAVAILABILITY と ACCESSIBILITYの向上

lセマンティック技術を⽤いたバイオリソース情報の統合
（例，バイオリソース横断検索）

lデータサイエンティスト向けコンテンツの充実
（例，RDF化，IMPCデータの⼆次解析，⼤規模データ解析⼿法の開発，応⽤）
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理研バイオリソース研究センター（BRC）は，国際的な⾮営利の公的機関として，実験⽤マウス，実験⽤植物としてのシロイ
ヌナズナ，ヒトや動物由来の細胞培養株，微⽣物，および関連する遺伝⼦材料の5種類のバイオリソースの収集・保存・提供
を⾏なっている。2020年6⽉，バイオリソースの利活⽤の促進を⽬的として，理研BRCのホームページ（https://brc.riken.jp/）
のリニューアルを⾏った。新ホームページでは，レイアウトの変更を⾏い，1) BRCが提供するバイオリソース情報へのアクセ
スを改善するとともに，実験研究者だけではなくデータサイエンティストに対してもその利便性の向上を図るために，情報の
国際標準化やセマンティック技術を導⼊し， 2) バイオリソース横断検索システムの開発，3) バイオリソースの最新情報の配
信，4) マウスゲノム多型データベース「MoG+」及び，5) ⽇本マウスクリニックの表現型データベース「Pheno-pub」の公開，
6) 国際コンソーシアムによるマウス表現型間の関係性解析データの提供， 7) ⼤規模データ解析技術及びデータ可視化技術の
開発などのコンテンツの整備を進めている．これらの取り組みはバイオリソースのレポジトリの整備と連動して進められ，ラ
イフサイエンス研究におけるバイオリソースの新たな活⽤法の提案を可能にすることが期待される．

関連ポスター
ポスター番号：34
「理研BRCのバイオリソース種横断的に検索可能なカタログシステムの開発」
ポスター番号：36
「BRSO: Biological Resource Schema Ontology の開発」
ポスター番号：37
「MoG+：理研BRCマウスゲノム多型データベース」

謝辞：本研究の⼀部は、内閣府戦略的イノベー
ション創造プログラム（ＳＩＰ）「スマートバ
イオ産業・農業基盤技術」（管理法⼈：農研機
構⽣研⽀援センター）によって実施されました．


